
　　

社会民主党全国連合は、4月13日参議院選挙比例代表に、党東北

ブロック議長の「久保孝喜」さんの擁立を決定しました。

社民党福島県連合(狩野光昭代表)は、4月29日郡山市において、

参議院選挙福島選挙区に立候補を表明している「小野寺彰子」さん

と政策協定を結び、推薦することを決定するとともに、当選に向け

て全力を尽くすことを表明しました。

久保 孝喜 68歳

社民党東北ブロック議長

社民党岩手県連合副代表

北上市議二期 岩手県議二期

く ぼ こうき

福島選挙区は「小野寺彰子」さん参議院選挙比例代表に「久保孝喜」さん

(社民党東北ブロック議長)の擁立を決定

小野寺 彰子 43歳

おのでら あきこ

フリーアナウンサー

福島県喜多方市出身

福島県郡山市在住

(無所属)の推薦を決定
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福島第一原発震災では、今なお避難を余儀なくされている方々が

多くいる。さらに汚染水の海洋投棄問題は深刻だ。地元の了解なくし

て事は進めないとした約束が無視された。このやり方が震災復興そ

のものの姿を象徴している。脱原発を進めるために、震災復興のあり

方を問い直さなければならない。

久保孝喜さんの訴え

●定価185円●１カ月720円●送料168円

1951年12月7日第三郵便物許可

自民党の憲法改悪を阻止し、平和憲法の下、真の平和国家を目指す。

格差、貧困社会の改革、非正規雇用に歯止めをかけ、「公助の社会」を

目指す。

新型コロナウイルス感染症から国民の命と暮らしを守るため、感染拡

大防止の強化とともに、保健衛生行政と医療提供体制の拡充を求める。

原発ゼロ社会を福島から発信し、温暖化対策を確実に推進するため、

再生可能エネルギーの飛躍的な発展を目すとともに、放射能を含む汚

染水の放出は許さず、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に反対する。

ジェンダー平等と差別のない多様性と共生社会の実現を目指す。

食とみどり・水を守るために、第一次産業である農林水産業の発展と

ともに、食料自給力の向上を目指す。
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政策協定の概要



今や就業者の約４割を非正規雇

用と呼ばれる派遣・契約・パート

が占める状態となっています。

この原因は、国の大企業優先の経

済至上主義政策です。

税金を安くする(法人税減税)、

規制撤廃(中小企業・地場企業・

商店の保護撤廃)、企業にとって

自由な労働(安い賃金で、いつで

も解雇できる)などなど、これら

のことが、この20年～30年続けられてきました。

ワーキングプア（働いて賃金を得ているにもかかわらず、最

低生活費以下［年収200万円以下とすることが多い］の労働

者）が問題となっています。日本では1000万人を超えるといわ

れています。

日本で一番高い最低賃金は、東京都で1041円です。1000円を

超えるのは神奈川県でその他の道府県は1000円以下です。(ち

なみに福島県は828円)

この東京都の最低賃金で、年収に換算すると200万円を少し超

えるくらいです。(※1日8時間×週5日間×年52週として計算)

社民党は、最低賃金を全国一律で1500円(年収換算300万円)

にすることを求めています。

また、労働者派遣法を抜本改正して、派遣労働を一時的・臨

時的な業務に厳しく制限し、正規労働への転換をすすめます。

社民党は憲法をくらしに生かします。

いわき双葉総支部

いわき市議会議員 上壁 充

いわき市議会議員 狩野 光昭

楢葉町議会議員 猪狩 守

社民党は、消費税3年間「0%」
トリチウム汚染水の海洋放出反対

いわき市内郷綴町堀坂18-1

最低賃金1500円で生活を
政府は、2015年２月に福島県廃炉・汚染水対策協議会において、

「漁連など、関係者の理解なしにはいかなる処分もしない」と明

言しました。つまり、汚染水を海に流さないと約束をしているの

です。

しかも、対策協議会の場には、県をはじめ県内の主な生産者団体、

近隣市町村自治体関係者などが出席、関係者とは漁業関係者だけ

ではなく県民全てを対象とし、県民と約束したことを意味してい

ます。

更に、同年８月経産省と東京電力はALPS処理水について、「関係

者の理解なしにいかなる処分も行わない」と福島県漁連に書面で

回答しています。にもかかわらず、昨年４月政府はトリチウム汚

染水を希釈して海に放出することを決定し、東京電力は来年４月

の放出実施に向けて海底トンネルの工事をすすめようとしていま

す。

「約束を守れ」という私たちの追及に対して、東京電力は、「海

洋放出をしていないのでまだ約束は破っていない」「放出まで時

間があるので、それまでに説明し理解を得る」と約束の重さを忘

れたかのような発言をしています。

漁師は語り、怒り、叫ぶ。「海は俺らの仕事場だべー。汚れたら

仕事になんねー、汚す権利は誰にもねー。」と・・・

重い約束を反故にする政府、東京電力

下支えします


